
 

 

平成 27 年 6 月 23 日 
運輸安全委員会 

 
米国連邦航空局に対する安全勧告に関するフォローアップについて 

 
 

運輸安全委員会は、平成 25 年 1 月 16 日に東京国際空港に向けて山口宇部空港を離陸し、

四国上空を上昇中、メインバッテリーの不具合を示す計器表示とともに、操縦室内で異臭が

発生したため、目的地を高松空港に変更し、高松空港に着陸した全日本空輸（株）所属ボー

イング式 787-8 型 JA804A 航空重大インシデントの調査において、平成 26 年 9 月 25 日に航

空事故調査報告書の公表とともに米国連邦航空局（FAA）に対して安全勧告を行ったところ

ですが、今般、安全勧告に対する措置状況について通知がありました。概要は以下のとおり

です。 

 

 

１．安全勧告 

米国連邦航空局が講ずべき措置 
(1) 航空機装備品の試験が実運用を適切に模擬した環境で行われるよう航空機製造

者及び装備品製造者を指導すること。 

(2) ＬＩＢ試験において電気的環境が適切に模擬されるように、技術基準を見直し、

必要があれば技術基準の改正を行うこと。 

(3) 同型式機のＴＣ時のＬＩＢの故障率の想定について見直しを行い、その結果を

踏まえ、必要があればＬＩＢの安全性評価の見直しを行うこと。 

(4) 同型式機のＴＣにおいて、セル間の熱伝播リスクが適切に評価されているか見

直しを行うこと。 

(5) 同型式機のセルがベントした後に発生するコンタクターの動作が、運航に与え

る影響を検討し、その結果を踏まえ、必要な措置を講じること。 

 

同機の設計・製造者であるボーイング社に対して指導すべき措置 

(1) エレメントの不均一な成形及び他の製造工程に起因する事象との関連の可能性

も踏まえ、内部短絡の発生機序について更に調査を継続すること。また、その結

果を踏まえ、さらなるＬＩＢの品質と信頼性の向上を図るとともに、温度等のＬ

ＩＢの運用条件についても見直しを行うこと。 

(2) 設計時には想定されていないＢＣＵの動作及びコンタクターの動作確認につい

て改善を図ること。 

 

 

 

 

 



 

 

２．米国連邦航空局（FAA）からの通知（要約） 

米国連邦航空局が講ずべき措置 

（1)(2) ＬＩＢの新たな基準を策定し、実運用を模擬して航空機装備品の試験を行う

こととした。 

(3)(4)(5)バッテリーシステムは再設計され、新しいＬＩＢ安全評価に基づいて承認

されており、また、熱伝播リスクにも明確に対応した。 

 

同機の設計・製造者であるボーイング社に対して指導すべき措置 

  （1)(2)バッテリーセル設計を継続的に見直す過程において、ボーイング社は内部短

絡の発生メカニズムの研究を継続し、ＬＩＢの製造過程も調査している。これには

ＢＣＵとコンタクターの動作の改善も含まれている。 

 








